
xi + yi  ≤ vht’ - (k - 1)avh / ve　　　for  xi ≥ 0,  yi ≥ 0      …⑴
- xi + yi  ≤ vht’ - (k - 1)avh / ve　　for  xi ≤  0,  yi ≥ 0　 …⑵
xi - yi  ≤ vht’ - (k - 1)avh / ve　　　for  xi ≥ 0,  yi ≤  0　  …⑶
- xi - yi  ≤ vht’ - (k - 1)avh / ve　　for  xi ≤  0,  yi ≤  0　 …⑷ 

図 5. 移動時間が約 0.61 分以内の最適都市形態

図 6. 移動時間が約 1.21 分以内の

　　　　　最適都市形態

図 7. 渡辺通りを基準にした東向きの約 0.61 分以内の断面図

図 10. 渡辺通りを基準にした西向きの約 1.21 分以内の断面図

図 9. 渡辺通りを基準にした東向きの約 1.21 分以内の断面図

図 8. 渡辺通りを基準にした西向きの約 0.61 分以内の断面図
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今後の課題

・移動コストの詳細な検討　　　　・水平面での経路の取り方

・水平方向の移動は道路を考慮しているのに対して、上下方向の移動は

　経路を考慮していないこと　　　・移動手段の吟味

既往研究
・住民が都市空間に一様
　に分布するよう定義し
　ている研究が多い
・微積分で計算可能
・都市空間が多層の床で
　構成されていることを
　考慮していない

本研究
・実際の都市では　
　住民は地表面に
　水平な床に位置
・住民が水平床に
　均等分布している
　ような都市を想定
・3次元空間

2次元

3次元

階高考慮なし 階高考慮あり

図 1. 想定する都市の人口分布のイメージ図

2-1.都市モデルの設定

・垂直方向に一定の階高を持つ水平床がある3次元空間
・地表面に道路
・歩行者は各地点から道路まで直行距離で移動した後
　道路を通って終点まで移動する
・各地点から道路までの経路は、その移動にかかる時
　間が最も小さくなる経路を選択
・階高a[m]は一定、住民は床に一様に分布
・上下方向の移動はエレベーター (ve = 45.0[m/min])
・水平方向の移動は徒歩 (vh  = 82.5[m/min])
・距離の単位は [m]

・階数は整数 k (1 ≤  k,)

図 2. 設定および移動方法

図 3. 想定した都市モデルの最適都市形態

・福岡市地下鉄の天神駅を中心とした一帯
・都市内の領域内の任意の点から、終点までの
　移動を考える
・終点は領域範囲内の主要商業施設の出入口

図 4. 道路ネットワークと商業施設の出入り口

Ⅳ.考察

4-1.水平方向の最適都市形態

4-2.垂直方向の最適都市形態

・階高は計算の都合上4.5m
・移動時間は徒歩で50m移動できる時間、約2倍の　
　99.5m移動できる時間で考える

注)図 4,5,6,7,8,9,10 は

国土地理院の

基盤地図情報を使用


